


前ページのタイトルに具体的なおおよその数値を追加すると：

『55歳以上は１万ヘルツ以上の高音が聞こえない』

55歳が高音定年
なので、55歳以上になったら、高音が聞こえていないのに、

音楽の高音部が関係する発言・評論は止めよう！！
長年の間に徐々に聞こえなくなったので本人は難聴に気付いていない。



人間の可聴周波数範囲は、まるでどこかの申し合わせで決められて
いるかのように画一的に20～20,000Hzであると、何を見ても書いてあり
ます。しかし、私が今までに何度も言っておりますように、この数値は全
くいい加減なものであり、現実には決してこの数値のようなことはありま
せん。たとえば20,000Hzまで聞こえる成人はおりません。特にシニアで
は20,000Hzは絶対に聞こえません。なぜこの数値が普遍的真実である
かのように現在までまかり通っているのか全く理解できません。さらに
何かのきっかけがあるはずですが、どのようにしてこの数値が出てきた
のか、誰が言い始めて今まで使われ続けているのか、その経緯や理由
を知りたいと、ずっと以前から思っていますがなかなか解決しません。

最近は、コロナの関連でよく測定する(医者へ行くと測定させられる)
電子体温計の測定終了合図の電子音の『ピピピ』が聞こえなくて、シニ
アは自分の難聴を痛感するようです。この電子音は3000～4000Hz くら



いだそうです。近年は家電メーカーも徐々に電子音を低い音に設定し
てシニアでも聞こえるようにしつつあり、平成１４年にＪＩＳ（日本工業規
格：現在は日本産業規格）が高齢者のために『家電の通知音は２５００
ヘルツ以上の高い音を使わないようにしよう』と新基準を定めているよ
うですが、これには強制力はないとのこと。

加齢とともに耳が聞こえにくくなるのを『加齢性難聴』といいます。加齢
性難聴は高音部が聞き取にくくなり、早い人では50歳代からその症状
が出ます。この聞こえにくさの原因は、耳の中にある音を検知する毛状
体（有毛細胞）が、老化し劣化することで起こります。これはゆっくりと進
行しますので、かなりひどくなるまで、なかなか気付きません。ちょうど
白内障と類似です。白内障は紫外線による眼球の水晶体の日焼けで
起こりますが、かなりひどくなるまで本人は気付かず、健康診断の時な
どに医者が教えてくれて始めてわかることが多いようです。加齢性難聴



も白内障も、放置しておいて自然に治癒することはありません。白内障
は、15分くらいの簡単な手術で治療できるようですが、加齢性難聴の
治療法は現時点ではありませんので、特に聴力が重要なオーディオマ
ニアや評論家には大変困ったことです。将来的には再生医療で治療で
きる可能性があるとのことですが、実現するのはいつのことやら。

シニアのオーディオマニアの人は、ヤングの時よりも聴力がかなり劣
化しているのですが、とても長い年月をかけて徐々に進行したものなの
で誰も気付いておりません。突発性難聴ならば、すぐにわかりますが。

多数の老若男女に聴力検査の被験者になってもらって実際に測定し
たことがありますが、その時に自分の聴力の悪さを痛感しました。すな
わち、たまたま10歳児がいる時に20,000Hzの音を出したところ、私には
全く何も聞こえないのに、その児童は顔をゆがめて『耳が痛い！』と言っ
て両耳を両手で塞ぎました。耳が痛くて、とてもいやとのことでした。この



『事件』は、私のン十年にも及ぶ長いオーディオの趣味の歴史の中で最
大の衝撃でした。なにしろ私には全く痛くも痒くもなく、全く何も感じない
のに、その子供は耳が痛くてとても我慢できないと言うのですから。こ
の事があって、特に10歳くらいの子供の聴力を詳細に測定した結果：☟

10歳くらいの子供たちは、数万ヘルツもの超高音域の音が余裕で聞
こえるという『大発見？！』をしました。しかし、子供たちのその超能力
は、なぜか20歳くらいまでに消失してしまい、普通の耳になることもわ
かりました。ここに赤字で書いた２つのことは、人の聴覚に関して非常
に興味深いことですが、その理由はわかりません。

今後さらに幅広く調べれば、可聴上限周波数以外にも
音の聞こえ方に関して色々と差があるでしょうし、音感豊
かなキッズと全員難聴のシニアとでは、棲んでいる音の
世界が全く別のようですねー。もはや戻れなくて残念です。

子供の聴力
は最高。

ҥ陶製の子供
音楽人形

(輸入品)



(Bee-lab.jpの図を借用)



さらに加齢性難聴は、加齢のみではなく、若くても大きな音でイヤホン
やヘッドホンで音楽を聴きまくっていたり、大きな音のする環境下で働き
続けていると、同様の難聴になります。大きな音の継続的な刺激で有
毛細胞が疲労・劣化するためです。それを『騒音性難聴』と言います。

有毛細胞は、内耳の中にある蝸牛の中に存在しています。有毛細胞
は再生できないために、一旦、加齢性難聴になってしまうと、もはや治
らないので、若いうちから注意しないといけません。大きな音でイヤホン
で音楽を聴き続けるのは、ぜひ止めるべきですが、各自の勝手です！

加齢とともに発症率が高まる疾患には、その他に膝痛・腰痛、がん
(特に男性の前立腺がん)、などいくつかあります。膝が痛くなったおば
あさんが整形外科へ行き、『先生、右膝が痛いです。どうして痛くなるの
ですか？』と聞いたところ、『加齢です。』との答え。そこで、すぐに出た
おばあさんの言葉は『先生、右膝と左膝は同じ歳なんですが』とのこと。



(hosoda-cl.com の図を借用)
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音が聞こえるメカニズム・プロセス

音 Ҧ 外耳道を通って突き当りにある鼓膜を振動させるҦ その

振動が鼓膜のすぐ裏面にある耳小骨(ツチ骨・キヌタ骨・アブミ骨の

総称)に伝わり増幅されるҦ 増幅された振動が蝸牛の卵円窓に

伝わり内側の壁にある有毛細胞の毛が揺れて興奮して電気信号に

変換されるҦ 蝸牛神経を経て脳へ信号が伝わる Ҧ 音が認識

される



内耳は聴覚を担当する蝸牛（かぎゅう）と平衡感覚（バランス）
をつかさどる前庭（卵形嚢・球形嚢・三半規管）からできていま
す。
蝸牛とは“かたつむり”のことで、その形が似ていることに由来
しています。蝸牛にはリンパ液が入っていて、耳小骨の振動で
リンパ液が揺れ、その揺れを感覚細胞（有毛細胞）がとらえて
電気信号に変えて蝸牛神経に伝えます。神経は電気で伝わり
ます。
有毛細胞は蝸牛の内側に並んでいて、その場所によって担当
する周波数が違います。
電気信号は、蝸牛神経を通って大脳に伝えられ、大脳皮質の
聴覚をつかさどる部位がその信号を認知・処理した時『音が聞
こえた』と認識し、それが何の音なのかを識別します。(pc.watch.impress.co.jpの図を借用)



高音が聞こえないオヤジにハイレゾ音源の意味はあるのか？
仁科教授が、それに関連する回答の一部は⤵

質問：一般に人間の可聴周波数範囲は20Hz～20kHzと言われておりますが、可
聴範囲外の音を人間は知覚可能なのですか？
仁科：まず、可聴範囲の低い周波数の下限は、20Hzと言われており、それより低
い周波数を音として知覚することはできません。しかし、聞こえない超低周波振動
によって、強い不快感や健康被害が生じるという報告があります。
質問：一方で高い音はどうですか？

仁科：人間の可聴域の上限はせいぜい20kHz(20,000Hz)です。個人差・年齢差は
あるものの大抵の人で15kHz程度であることが多くの研究によって確認されてい
ます。鼓膜の振動を増幅している耳小骨が機械的なフィルタとして作用していて、
20kHzを超える高周波数成分が内耳に伝わるのを遮断しているため、聞こえる周
波数の上限は20kHzを上回らないのです。
質問：ということは、楽曲に含まれている20kHz以上の周波数に意味がない、とい
うことですか？



仁科：ところが、単独では聞こえない超高周波音が可聴音と共存すると、脳の奥
にあって人間の健康を維持する上で重要な働きをしている中脳・間脳(これらを総
称して基幹脳と呼んでいます)や、快感・感動を司る中脳や前頭前野の局所脳血
流が増大し、その活性を高めることを私たちの研究グループが発見しました。この
基幹脳の活性化を反映して、快適感の指標とされる脳波α波の増大、アドレナリ
ンやコルチゾールなどのストレス性ホルモンの減少、ナチュラルキラー細胞(NK細
胞)活性化など免疫活性の増強、可聴音をより美しく快適に感じる心理反応、音を
より大きな音量で聞こうとする接近行動などが見いだされ、これらの効果を総称し
て『ハイパーソニック・エフェクト』と呼んでいます。

以上は、東京大学工学系大学院博士課程修了・工学博士で、放送大学教養学

部情報コース教授仁科エミ先生のご意見で、『DOS/V POWER REPORT 2017年
11月号』(次ページにその写真あり)に掲載されている記事の内容を私が要約した
ものですが、とても重要な内容だと思いますので、ここに紹介しておきます。

しかし、20kHz以上の周波数は自分の耳が自動的にカットしているのに、可聴音
と共存すると脳が反応するというのは、どういうことかよくわからないですねー。



この月刊誌全体のキンドル版をネットで購入しダウンロードして読んだ。



上述のことに関連して、ずっと以前から思っていることですが、聴力
は実に不思議なもので、音を聞く器官はもちろん耳がメインでしょうが、

それ以外に、皮膚、骨、毛、眼、鼻、口など体全体も、ごくわずかかもわ
かりませんが関与している可能性があるのではないでしょうか。なにし
ろ音は、空気の振動として伝わりますので、上記の体の各部位も音に
よってごく微小でしょうが振動し、認識できるような気がします。欧米の
歴史ある大きな教会でパイプオルガンの音を聴いていると、耳で聴い
ているというよりも体全体でその音を受け止めているように思えます。
本場でパイプオルガンを聴くのが私は大好きです。

１．５万ヘルツ以上とかの(超)高音の単一音は、シニアではどうしても
体感・認知できませんが、上記の仁科教授のコメントのように、可聴音
と一緒に聞くと聞こえる(脳が反応する)のであれば非常に興味深く、今
後色々と検討してみる価値があると思います。



耳の構造図
画像提供：GNResound 社



内耳にある感覚細胞
内耳の構造は、蝸牛（かぎゅう）、前庭、半規管からなります。聴覚に

関係するのはこのうち蝸牛だけです。
外耳道から中耳、そしてリンパ液を伝った音の振動は、蝸牛内部の

コルチ器とよばれる部分に到達します。コルチ器には、有毛細胞と呼
ばれる感覚細胞があり、リンパ液に伝わった振動は、基底膜を揺らす
ことで、この有毛細胞を興奮させます。

リンパ液の振動の信号がここで電気信号に変換され、蝸牛神経を
伝って脳の中枢神経系へと送られ、最終的に音として認識されます。

【補足】蝸牛(かぎゅう)とは、一般名ではカタツムリのことです。内耳の
器官の蝸牛は、形がカタツムリに似ていることからの命名。このらせん
の形状が、低周波音を聞き取る能力に大きな影響を及ぼすとのこと。



https://www.kango- roo.com/learning/1720/ より借用

https://www.kango-roo.com/learning/1720/


(kikoelife.com の図を借用)



内耳の中に蝸牛という部分がありますが、その中に有毛細胞という音
を感じ取る細胞があります。有毛細胞には2種類あり、外有毛細胞(約
12,000個)と内有毛細胞(約3,500個)と呼ばれているものです。蝸牛の入
口から奥まで、外有毛細胞は3列、内有毛細胞は1列に並んでいます。
有毛細胞はその位置する場所によって、対応する音の周波数が違いま
す。蝸牛の入口周辺の有毛細胞が一番高い周波数である20,000Hzくら
いの音に対応し、奥に向かうに連れて低い周波数に対応しており、一番
奥の渦巻きの中心部分近くの有毛細胞は50Hzくらいの低い周波数の
音に対応しています。

音自体は、周波数の高低にかかわらず蝸牛の入口から入ってくるた
め、入口に近い有毛細胞ほど多くの音にさらされてしまうことになり、長
い期間の間に大きなダメージを受けてしまいます。入口付近の有毛細
胞は、高い周波数の音を担当しているので、年齢を重ねるとともに、高



い周波数の音がまず聞こえにくくなるのです。この聴力が低下し始める
時期は人によって異なり、その程度も個人差がありますが、一般的に
加齢による聴力低下の場合は、まず高音域から聞こえにくくなります。

聴力の低下については、本人は聞こえにくくなっていると思っていない
ケースが多く、本人よりも周囲の人が先に気付くことがあります。その理
由は、本人は実際には高音域の音が聞きにくくなっているのですが、人

の声がほぼ普通に聞こえているので、高音域が聞こえない加齢性難聴
になっていることに気付かないのです。ちなみに人の声は、男性の話し
声で500Hz程度、女性では1000Hz程度です。また、NHKラジオの時報の
『プッ・プッ・プッ・プーン』の音の最初の3回の『プッ』は440Hzで、最後の
『プーン』が880Hzと、いずれもかなり低音であり、誰でも聞こえる周波数
なのです。なので加齢性難聴になって10,000Hz以上の高音域の音が
聞こえなくても、日常生活ではほとんど困らないのではないでしょうか。



有毛細胞の画像
(optical- araki.co.jp の図を借用)

正常な有毛細胞 ダメージを受けた有毛細胞



主要な楽器の周波数帯域 (Soundzone.jp より借用)



前ページの図を見るとピアノの音域が非常に広いことが再認識でき
ます。さらに『高音難聴』で10,000Hz (10kHz) 以上が聞こえなくても何ら
支障がないようにも思えますが、それは間違いであり、倍音のことを忘
れてはいけません。すなわち、どの楽器でも、たとえば1kHzの基音が出
れば、そのn倍の倍音が同時に出ていて、臨場感や雰囲気、音の厚み
などに寄与するので重要ですが、nの数値が大きくなるに従ってその倍
音は次第に減衰しますが、20kHzまで聞こえる人と5kHzまでしか聞こえ
ない人では、臨場感や雰囲気、音の厚みなどに差があるはずです。す
なわち、音楽鑑賞時における若い小中高生と70歳のシニアとの実に悲
しい現実の体感(聴覚)度の差です。同じコンサートを聴いても両者には
明らかに感じる音の幅・厚みに差があるはずですが、同一人物でその
両者(老若)の比較をすることは絶対に不可能なので、実際に両者にど
の程度の差があるのかを知ることはできませんが、想像はできます。



自分の可聴周波数範囲を知る方法(筆者が実際にやっているもの)

➀ オージオメーター・医療用聴力検査器で

この装置は新JIS適合品で、周波数とし
ては500, 1000, 2000, 4000, 8000Hzのみの
周波数の音しか検査できませんが、その
時の音圧は0～70dBまで変えられます。
1万ヘルツ以上のような超高音の検査は、
この種のオージオメータではやれません。
日常生活では必要ないからかと思います。

新JIS規格適合の『オージオメータ』（500～8000Hzのみの測定）と
5～110,000Hzの超広帯域の音が再生可能な超高性能ヘッドホン



② ファンクションジェネレーターと高性能オーディオシステムで

超高周波数まで任意の周波数の信号(正弦波・矩形波・鋸波
など)を発生させることのできるFunction Generatorで、人間の
可聴周波数上限のたとえ千倍の超高周波数でも容易に発生
することが可能。

ҦアンプҦスピーカー

筆者の研究用オーディオシステムでは、スピーカーで16Hz～12万Hzの超広帯域
再生が可能です。ヘッドホンでは5～11万Hzです。

9,000～120,000Hzの超高音まで
再生が可能な高音～超高音用
スーパーツイーター

16～160Hzの超低音
の再生が可能な超低
音用サブウーファー
システム

Function Generator



スピーカーボックスに関する重要事項

音は周波数が高くなるほど直進性が強くなるので、スーパーツイーターのよう
な超高音域の音を出すスピーカーを箱に入れる必要は全くありませんが、中音
や低音用のスピーカーは箱に入れないと、スピーカーユニットの前から出た正
相の音が、後ろから出た逆相の音の前への回り込みで一部が打ち消され、本
来の正しい音になりませんので、スピーカーユニットを裸のままで使うのはダメ
で、面倒でも適切なスピーカーボックスに入れて使わないといけません。特に可
聴周波数を測定する時などには。スピーカーボックスに入れないのであれば、
十分に大きな平面バッフル板にスピーカーユニットを取り付けて、背面からの音
が前面に回り込まないようにしないといけません。とにかく裸のスピーカーユ
ニットのみで音を出すのは簡単ですが、これでは、まともな正しい音が出ずにダ
メです。特に低音域不足になるはずです。なので、小型スピーカー１個だけで裸
のままで音を出していると、まるで高音域専用のスピーカーであるツイーターの
みのような音になるのではないでしょうか。そんなやり方は一度もしたことがあり
ませんので、実際の体験談は書けませんが。



③ パソコンのアプリで
現在では可聴周波数範囲(主に上限)を知るためのパソコン用の

アプリが多数あり、それから選んで測定すればよいのです。ただし、
その音を出すスピーカーやイヤホンは、測定しようとする周波数範囲
を十分に再生できる高性能なものを使わないといけません。たとえば
10,000Hzまでしか再生できないような低級スピーカーを使って、自分
の耳が20,000Hzが聞えるかどうかのチェックをしようとしても、スピー
カー自体からその音が出ていないのであれば、やっても意味がない
からです。



スピーカーボックス
(高音・中音・低音用スピーカー入り)

高音域の音波ほど直進性
が強く、外耳道に回り込む
音は少ないので聞き取り
にくくなる。

低音域の音波は直進性が
弱く、外耳道に回り込む音
も多くて、よく聞き取れる。

ヘッドホンor イヤホン

ヘッドホンやイヤホンから出た音は、
周波数の高低にかかわらず全てが
強制的に外耳道に入り鼓膜に達する。

左右の図からわかるように、音源が前にあるピーカー
に向かって聞く時よりもヘッドホンやイヤホンで聞く時の
方がより高音部まで聞こえる。

スピーカーとヘッドホンやイヤホンで聞いた時の鼓膜に達する音の音域の違い

外耳道

頭
頭

(この下手な図は自筆です)

スピーカーで聞く場合
ヘッドホンやイヤホンで聞く場合



スピーカーボックス
(中音・低音用スピーカー入り)

外耳道

頭L用ツイーターor 
スーパーツイーター

前ページのに比べてより高音部まで聴き取れるスピーカー配置

R用ツイーターor 
スーパーツイーター

高音

超高音

高音

超高音

ツイーターかスーパーツイーターを外耳道の真横方向に置く(耳のすぐ近くでなくてもよい)

中音と低音

言うまでもなく、
ステレオの場合は、
L用とR用の2台必要



イヤホンで大きな音で音楽を聴いていると、その
全時間に比例して高音難聴になる実測結果

現代の大多数の若者のように、イヤホンで大きな音量で音楽を聞きまくってい
ると、難聴になると言われておりますが、実際にそうなのかどうかを確かめるた
めの手始めに、以下のような実測を行ってみました。

その結果の要点を先に言いますと、予想をはるかに上回る信じられないほど
非常にきれいなデータが得られました。やはり、イヤホンで大きな音で音楽を聞
きまくっていると、難聴になるようです。以下は、その結果の一部です。

★被験者：私の教養教育科目のある講義を受講している全学部からの157名の
中から、本研究に協力してくれた学生で、調査票の回答の記述内容が不明確な
何人かを除いた総数65人です。記述内容が不明確とは、たとえば『雨の日だけ
聞く』とか『何年聞いているのかよくわからない』などです。質問の回答内容が明
確な65人の内訳は、教養教育科目の受講生なので、年齢がほぼ18歳から21歳



までで、そのほとんどが18歳と19歳であり、平均年齢は18.6歳です。男女の内訳
は、男性23人、女性42人です。
★質問事項：➀イヤホンで１日平均何時間音楽を聞きますか？②それを何年
続けていますか？ この回答で、最短は今まで全くイヤホンでは聞いていない学
生が6人おります。逆に最長は、毎日8.5時間聞くことを、すでに5.5年聞き続けて
いる学生が１人おりますが、この学生は本当にすごく聞いていますねー。
★データの集計方法：【１日に聞く平均時間(hr)×聞き続けてきた年数×365＝
今まで聞いてきた総時間( hr) 】に対して【可聴上限周波数】をプロットした分散図
にして集計結果を次ページに示します。
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イヤホンで音楽を聞く時間と可聴上限周波数の関係

結果のまとめの重要な図

今まで聞いてきた総時間が
長いほど、可聴上限周波数が
予想以上にみごとに低くなって
おり、全ての実測値をそのまま
グラフ化してみて、とても驚いて
いる。異常値のない、こんなに
クリアな結果が得られるとは、
信じられない！



【考察】
予想をはるかに上回る非常にきれいな結果が得られました。もちろん都合の

悪いデータを採用しないなどといった非科学的な操作は全く行っておりません。
やはり予想どおりに、イヤホンで音楽を聞いた総時間と可聴上限周波数は、

完全に関連しております。被験者のほとんどは大学１年生で、年齢的にもほぼ
同じであるにもかかわらず、可聴上限周波数が最も高い学生は19,900Hzである
のに反して、それが最も低いのは14,000Hzで、その差はなんと5,900Hzもあります。
わずか18歳で、すでにこんなに大差があり、このままのリスニング生活を続けて
いって、中高年になったら、いったいどうなるのでしょうか？！

現時点でも14,000Hzまでしか聞こえない程度の聴力で、『ハイレゾは20,000Hz
以上の音が入っているから音がいいのだ！』なんて全く言えませんねー！！

今回の結果を知る以前から、私はイヤホンやヘッドホンで音楽を聞くと、耳の自
己防衛のために次第に難聴になるし(予想)、音像の定位も頭の中になってしまっ
て非常におかしいので、止めましょうと折に触れて言い続けてきましたが、やはり
そのとおりの実測結果が出ました。さらに、今後この続きの研究をしますが、被験



者の範囲を広げても同様の結果が得られることでしょう。

今回は、若者がイヤホンで音楽を聞くことによる若年性の難聴ですが、イヤホ
ンで全く音楽などを聞かなくても、加齢とともに自然に高音難聴になり、老人でな
くとも加齢による自然の難聴を『老人性難聴』と言います。なので、若年からすで
に難聴になっている上記の学生諸君は、シニア層になったら、聴力はさらに大き
く低下していて、音楽鑑賞にはかなりの支障が出るでしょうし、日常生活にも影
響があるようになる可能性があります。シニア層では、スピーカーで普通に音楽
を聞く場合、多くの方はとても信じられないでしょうが10,000Hzくらいまでしか高
音は聞こえません。これでもハイレゾですか？このような若年とシニアの難聴
は、突然に起こるものではなく、年数をかけて徐々に進行しますので、人間ドック
などで聴力検査をしない限り、よほどひどくならないと自分では気付きません。
白内障と同様です。高音性難聴になってしまったら、もはや治すことはできませ
んので、予防するしかありません。白内障なら簡単に治療できますが。私のホー
ムページにあるハイレゾの原稿は、今回の測定結果と非常に関係が深いので、
ぜひ参照してください。少なくとも言えることは、ハイレゾは20,000Hzよりもずっと



上の周波数の音まで入っていて、それが聞こえるから音が良く、CDは規格で
20,000Hz以上の音が完全にカットされているので音が良くないということでは絶対
にあり得ません。この20,000Hzでカットされているかいないかは、音の良否には
関係のないことです。なにしろ成人で20,000Hz以上が聞こえる人は皆無ですから。
もしもハイレゾの音が良いとすれば、これとは全く別の理由です。

★音楽が好きな人ほど耳が悪い！
音楽が大好きな人は、常に聞いていたいので、家でスピーカーで聞く以外にも、

外で歩きながらイヤホンでとか、いつでもどこでも聞いていたいものです。しかも
大きな音で。それを続けると次第に聴力が低下し、さらにもっと大きな音で聞きま
すので、さらに聴力が低下するという悪循環に陥り、音楽好きほど耳が悪いとい
う皮肉なことになっています。なので、毎日・年中音楽を大きな音で聞き続けてい
るようなオーディオ評論家やプロのジャズ・ドラマーなどでシニア層の人は、きっと
かなりの難聴になっているはずです。私も所有している、人間ドックなどで使う聴
力計(オージオメータ)の最高音はJIS規格で8,000Hzですが、この音でも聞こえな
いと思います。後の祭りにならないように若い時から大音量は止めましょう。



自称オーディオマニアと言っている人でも、自分の可聴上限周波数を
知ったら、かなりのショックを受けると思います。たとえば1万5千ヘルツ
ですら全く聞こえないという実例は、いくらでもあります。私の実測結果
によれば、下の図に示すように、10歳くらいの子供では、なぜか8万ヘ
ルツでも軽く聞こえる例が多いのに対して、その後は20歳までに非常に
低下し、高齢者になると、かなり音圧を上げても1万ヘルツでも聞こえな
い場合が多いのですが、日常生活にはほとんど支障ありません。しか
し音楽評論をするにはこの耳では問題あります。聴力的に判断すると、
オーディオ評論は、シニアではダメでヤングがやるべきです。

さまざまな年齢層の人々の可聴上限周波数の測定結果





最後に非常に重要なことのまとめ
大きな音で音や音楽を聴き続けていると、本人が気づかないままに、

次第に高音域が聞えなくなる『高音難聴』になります。この難聴は治療
不可能ですので、音楽愛好家には致命的な聴覚障害です。

気付いた時には、すでにもはや何をしてもダメで元に戻らず、後の祭
りとなります。そうならないように若い時から十分に注意しましょう。

シニアがヤングと一緒に音楽鑑賞して、その時の音に関して討論す
れば、あまりにもナローレンジで聞こえない音が多くあり、きっと泣けて
きます。嘘だと思うなら、試しに５歳くらいからピアノを習っているような
音楽好きで音感の高いのヤング(小中学生)とやってみてください。きっ
とその後には音楽鑑賞やオーディオの趣味を止めようかと思うほどで
す。とにかく長い年月をかけて徐々に聴力が劣化しているので気付い
ていないだけで、シニアはヤングと比べれば、とてもひどい耳です。



終り


